
2 7 .リモートコントロ ール•集材機の製作

1試験担当者

機械化部機械科長:山脇三平 ほか

機械第1研究室: -

機械第2研究室:

2試験目的

腴労働の生産性の拡•期的左向上をはかるべく,従来の材噗機械より一段と性能が向上され 

た新型林業機械各機の開発をはかり,実験計測にもとづいた実際的理論改良検討を加えた5え, 

実施への適用をはからんとするものである。

3昭和43年度の経過とえられた結果

二胴(含エンドレス胴)集材機のリモートコントロール化をはかり,制動装匮に各種検肘を 

くわえた結果,有線リモートコントロールによる標準型二胴集材機を試作し,タイラー,フォ 

ーリングブロック,タイラーエンドレス等普通の索張り方式での二胴型集材機の無人操縦化を 

可能にした。

4昭和44年度試験計画
現地適用試験を沼田営林署で実施するとともに無線遠隔操縦方式の試作改良・をおこなう。
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2 8 .ポット植栽のためのトラクター作業機の製作

1試験担当者

機械化部機械科長：山吟三平 ほか 機械第1,第2研究室

2試験目的

林業労働の生産性の拡期的な向上をはかるペく,従来の林業機械より一段と性能が向上され 

た新型機械の開発をはかり,将来に要望されている機械化対喫技術体系の確立に役立てようと 

するものである。

/ 林野庁業務課の主催による「林業機械開発委員会(仮称)」び討議にもとづき決x
、定された課題による。 丿

3昭和43年度の経週とえられた結果

N T K 4クローラトラクター付属装贋として,ポット苗植付馅機の設計検討を開始し,そ 

の試作を行ない,植付けの機械化の可能性について検討中である。

4昭和44年度試験計回
前年度に引きっづき検討を加え,汎用化に役立つ改良を加える。
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